
年度　授業計画（シラバス）

30 (1) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

授業の進め方についてのオリエンテーションと、技術英検の試
験概要について説明を行う。テキストの「UNIT01：名詞と冠詞」
について学習する。

授業の
方法

第
1
回

講
義
演
習
形
式

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：5文型を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT01：名詞と冠詞」について確認テスト。
テキストの「UNIT02：5文型」について学習する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：技術英語の主語を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT02：5文型」について確認テスト。
テキストの「UNIT03：技術英語の主語」について学習する。

前田　直人
実務経験と

その関連資格

科  目  名

臨床工学技士科(昼間部）

科学英語

科　目　区　分

技術英語ハンドブック 技術英検2・3級用（日本工業英語協会）、工業英語ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟ　工業英検4級へのｱｸｾｽ（日本工業
英語協会）　をテキストとして用いる。

　臨床工学技士として必要な英語能力を修得する目的で、技術英検3級以上の取得を目指す。　特に、文章全体の大意を
つかめる英文読解力を身に付け、基本的な文法や単語力を習得する。授業では章ごとに英文和訳を行い、熟語を解説する
と共に、章末の練習問題や過去の技術英検問題も多用して、技術英検の受験に向けた基礎英語力も高める。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

1年次 教室名

技術英検の2・3級の合格を目指す対策授業であるため、英語への嫌悪感をなくし、高校までの英語基礎力については身に
付けておくこと。

担 当 教 員

使用教材

教科書

授業以外での準備学習
の具体的な内容

高校までの基礎的な英
単語や文法について復
習しておく。

第
5
回

第
2
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
3
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

内　　　容

Granmmar：名詞と冠詞を理解する。
授業を

通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：名詞を修飾する形容詞と名詞を理解する。

2023

基礎分野 授業の方法 講義演習

授業時数(単位数)必修

毎回の授業で行う確認テスト対策として指定箇所の英単語の記憶と、英語理解力を身に付けるためテキストを事前に学習し
ておくとよい。

　授業のテキストから、前回学習した内容の確認テストを行い、これを総合評価のうちの１０％分の平常点とし、出席点で２
０％、期末試験で７０％として成績を出す。ただし、５月末に実施される技術英検について、受験級は問わず、合格した場合
はこの授業単位を認定とする。

第
4
回 各コマに

おける
授業予定

テキストの「UNIT03：技術英語の主語」について確認テスト。
テキストの「UNIT04：名詞を修飾する形容詞と名詞」について
学習する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

最近出題された技術英検の過去問に取り組み、考え方を理解
できるようになる。

各コマに
おける

授業予定

これまでの技術英検の試験問題について、出題ポイントを解説
し、自力で解答して答え合わせまで行い、5月の試験に備えて
実力アップを図る。



演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：否定の表現を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT13：比較」について確認テスト。
テキストの「UNIT14：否定の表現」について学習する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT10：接続詞that」について確認テスト。
テキストの「UNIT11：助動詞」について学習する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：分詞構文を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT11：助動詞」について確認テスト。
テキストの「UNIT12：分詞構文」について学習する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：比較を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT12：分詞構文」について確認テスト。
テキストの「UNIT13：比較」について学習する。

授業の
方法 内　　　容

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：名詞を修飾する関係代名詞を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT04：名詞を修飾する形容詞と名詞」について
確認テスト。
テキストの「UNIT05：名詞を修飾する関係代名詞」について学
習する。

第
15
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：名詞を修飾する分詞を理解する。

各コマに
おける

授業予定

教科書

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
6
回

第
7
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

テキストの「UNIT05：名詞を修飾する関係代名詞」について確
認テスト。
テキストの「UNIT06：名詞を修飾する分詞」について学習する。

教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
8
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
9
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：情報をまとめる前置詞句を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT06：名詞を修飾する分詞」について確認テス
ト。
テキストの「UNIT07：情報をまとめる前置詞句」について学習す
る。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：to不定詞と動名詞を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT07：情報をまとめる前置詞句」について確認テ
スト。
テキストの「UNIT08：to不定詞と動名詞」について学習する。

第
10
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
11
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：接続詞を理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT08：to不定詞と動名詞」について確認テスト。
テキストの「UNIT09：接続詞」について学習する。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：接続詞thatを理解する。

各コマに
おける

授業予定

テキストの「UNIT09：接続詞」について確認テスト。
テキストの「UNIT10：接続詞that」について学習する。

第
14
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
12
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

第
13
回

教科書
教科書から指定箇所の
単語について解答を選
択できるようにしておく。

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

Granmmar：助動詞を理解する。


